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＊帰国（ 復学） 後の情報を 入力し てく ださ い

１ ． 留学先について ※引っ 越し たため　 ○＝キャ ンパス内寮（ 半年） 　 △＝民間アパート （ 半年） と 区別し 記載

大学( 紹介） の寮・ アパー 民間アパート その他（ ）

On campus △

個室 （ ） 人部屋 その他 ( ）

完全個室 キッ チン バス リ ビング その他( )

％ ％ ％ ％
（ )

２ ． 留学にかかっ た費用について

貯金 アルバイ ト その他

両親 家族・ 親戚 その他

JASSO その他名称（ ）

千葉大学助成金 その他（ ）

２ －１ ． 財政管理の方法

現金 円 その他（ ） 円

海外送金 その他 （ ）

ト イ レ

20万

円

留学先大学名

海外旅行保険（ 名称）

援助

派遣留学生帰国報告書

渡航時

留学中

円

円 円

外食 30

渡航ルート

成田 ⇔ メ ルボルン（ 飛行機）

その他

Monash Uni ver si t y

Depar tment  of  Ar t s

住居

入学日

食事

奨学金

その他

円

420万総費用 円

自費

自炊 60 学食 10

保険

記入日

所属学部

所属学科・ 専攻

2018年7月25日

国際教養学部

国際教養学科

出どこ ろ

留学先所属学部等

通学時間

通学方法

1時間

路面電車・ 電車・ バスの乗り 継ぎ（ 民間アパート 時代）

共有スペース

2017年7月11 修了日 2018年6月19 帰国日 2018年6月22留学期間 出発日 2018年7月9日

○ △

○

○ △ △ △

居室スペース

はすべて部

○,  △

その他

AI G損保

強制加入OSHC

ex. ) 　 成田⇔シカ ゴ（ 飛行機） ⇔ウィ スコ ンシン（ 電車）

派遣先大学指定の保
険( 名称)

円 円

420万 円

キャ ッ シング

⇔

○

円

円

○

○
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２ －２ ． 各費用の支払い方法

２ －３ ． 内訳　 　 　

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

３ ． 学業面

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

680, 000

3

4

円

円

円

円

円

円

円

円

円

22, 900

3, 400

円

AUD 円

円

その他 国内旅行費 340, 000

1

2

その他 海外旅行費 AUD 8, 000

円

通貨単位

5

費目 外貨金額 円貨金額

通学に要する交通費

教科書、 教材費

現地の夏休みに一時帰国し まし た。

20

16, 000 ( 寮:  $1000 × 6 + アパート     

7, 200

270

40AUD

円500, 000

260, 000

OSSMA

AUD

AUD

AUD

29, 160

食費

現地口座の開設→デビッ ト カ ードその他

支払いなし

全額ク レジッ ト カ ード

大学に払っ た費用

住居にかかっ た費用

Mobi l e wor l ds:  Bor der s,  di spl acement  and bel ongi ng

4, 000

Ext r eme ear t h!  Nat ur al  hazar ds and human vul ner abi

正規

610, 000

AUD

AUD

AUD

光熱費

その他大学に支払っ た経費 0

Gl obal  di sast er s:  Cat ast r ophe and soci al  change

Heal t h,  cul t ur e and soci et y

6. 0

正規 6. 0

正規 6. 0

正規 6. 0

10

7

8

6

正規 6. 0

○

○

渡航費( 往復）

海外旅行保険

種類ex. 正規、 聴講単位数
単位互換認定
申請の有無

履修科目名

Foundat i ons of  epi demi ol ogy

Gl obal  Heal t h:  Oppor t uni t i es and chal l enges

査証・ 在留許可証

住居

0

0

314, 000

85, 000

1, 660

1, 354, 500

AUD

0

3, 600

1, 000

その他

その他

遊び

サッ カ ー部

正規 6. 0

○

○

○

○

9
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３ －１ ． 授業科目の選択、 登録方法　 　 　 　

３ －３ ． 語学力について

３ －４ ． 図書館など学内施設について

３ －５ ． その他

将来は最終的にWHO・ 国際赤十字で働き たいと 思っ ていたため、 直接的に活き る知識やスキルを
習得するこ と ができ る授業を履修し たいと 考えていまし た。 自分が学びたいと 思う 分野に加え、
実際に日本赤十字社・ の方・ WHOの Di r ect or -Gener al の方などから の直接のアド バイ スをも と に
授業を選択し まし た。 登録方法は、 現地のオリ エンテーショ ンの時に全員一緒にし ます。 教授が
細かく 手助けし てく れるので、 登録に際し て心配はいり ません。 出国前に履修する授業を決めて
先方に提出し ますが、 現地で変更でき ます。 実際僕は現地で全て変更し まし た。

1つのコ ースは1時間のレク チャ ーと 2時間のチュ ート リ アル（ ディ スカ ッ ショ ンのよう な授業）
で構成さ れています。 チュ ート リ アルでは、 教授のレク チャ ーを聞いてそれについて深めていく
よう な実践的な授業内容が用意さ れています。 レク チャ ーでイ ンプッ ト し たこ と を、 し っ かり と
理解や解釈を自分なり に落と し 込み、 それをアウト プッ ト する機会があるこ と は、 と ても 優れて
いると 思います。 また、 レク チャ ーはすべての授業が録音さ れており 、 聞き 逃し たと こ ろ を後日
自分のパソ コ ンで何度でも 聞き なおすこ と ができ ます。 私は、 授業内での理解度が60-70%で、 残
り は放課後に図書館に行っ てレク チャ ーを聞き 直すなど復習によっ て補っ ていまし た。

高校留学を経験し ていたため特に支障なく 現地で生活でき るく ら いの語学力でスタ ート し まし
た。 授業で出てく る専門用語がかなり 難し いので、 その点においてはかなり 苦労し まし た。 新し
く 来た日本人留学生が、 僕が現地生まれ・ 育ちだと 誤解するく ら いナチュ ラ ルに英語にてコ ミ ュ
ニケーショ ンを取れているそう なので、 その点において成長を感じ ら れます。 また、 TOEI Cにお
いても 800点から 950点まで伸びたので、 数値的にも 成長が見ら れるかなと 思います。

メ イ ンであるCl ayt on Campusには図書館が3つあり 、 どれも 大き く カ フ ェ なども 併設さ れていて
キレイ で、 12時まで開いているのでと ても 便利。 　 学内には、 Sybwayをはじ めと するチェ ーン
店、 フ ード コ ート 、 コ ンビニ、 ジム・ プール、 サッ カ ー場をはじ めと する各種競技場、 銀行、 シ
アタ ー、 バー、 旅行会社、 携帯会社、 薬局、 バスタ ーミ ナルなどがあり 、 十分キャ ンパス内で生
き ていけます。 ただ、 ショ ッ ピングセンタ ーはバスで10分ほどのと こ ろ 。

海外派遣留学による国際教養学部の単位互換認定については、 全く 期待でき ない。 年間取得可能
単位数 ( 40単位)  の半分ほど( 15-25単位) し か互換し ても ら えない。
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４ ． 生活面

４ －１ ． 住居について

４ －２ ． 食生活について

４ －３ ． イ ンタ ーネッ ト 環境、 携帯電話について

４ －４ ． 服装について

４ －５ ． 健康管理について

４ －６ ． 保険、 OSSMAの利用について　

野菜と フ ルーツをし っ かり 摂取するよう に気をつけまし た。 お酒は高いので、 何かイ ベント があ
ると き 以外はほと んど飲むこ と はあり ませんでし た。 生活サイ ク ルも 一定で、 と ても 健康的な生
活ができ たのではないかと 思います。 特に危険な感染症なども ないので、 病気より も 怪我に気を
つけるよう にし まし た。

帰国2週間前から 体調を崩し 、 病院にかかるこ と にし まし た。 AI G損保の海外旅行保険に加入し て
いたので、 キャ ッ シュ レスで日本語対応の病院に受診するこ と ができ まし た。 日本に帰国し てか
ら も 病院に通っ ていますが、 海外で発症し た病気なので治療費が全額カ バーさ れるのが大き いで
す。 OSSMAを利用する機会はあり ませんでし た。

最初の半年は、 Monash Cl ayt on Campusの寮に住みまし た。 自分一人用の部屋に机・ 椅子・ ベッ
ド ・ ク ローゼッ ト があるだけで、 バス・ ト イ レ・ キッ チンは同じ フ ロアの人たちと 共用です。 古
い雰囲気があり ますが、 住むのには快適で、 イ ンタ ーネッ ト ・ 光熱水道費は家賃は含まれていま
す。 モナッ シュ の寮はだいたい一律月10万円です。 キャ ンパス内の立地の割にセンタ ーまで徒歩
15分ほどかかるのと 、 近く に買い物ができ る場所がないため、 バスで15分ほどのショ ッ ピングセ
ンタ ーに食料品や日用品を買いに行く こ と になり ます。 モナッ シュ はモナッ シュ だけで完結し て
いる感じ があるので、 楽し いですが利便性は良く ないです。 後半は、 メ ルボルン中心部・ メ ルボ
ルンセント ラ ル駅の近く の、 バス・ キッ チン・ ト イ レが備わっ たアパート メ ント に住みまし た。
光熱水道費は含まれておら ず、 家賃も 月約20万円と 高額でし たが、 それだけの価値のある貴重な
シティ ラ イ フ でし た。 モナッ シュ まで50分かけて通学し ないと いけなく なっ たのがネッ ク でし た
が、 いつも 電車に乗っ ている間はパソ コ ン開いて勉強でき るだけの余裕があり まし た。 マレーシ
ア祭り などのイ ベント 、 全豪オープン、 コ ンサート 、 スポーツの試合などはすべて中心部で行わ
れるので、 利便性がと ても よく 、 いろ いろ なイ ベント に参加する機会が増えまし た。 また、
Mel bour ne Uni  やRMI Tなど他の大学がシティ に集結し ているので、 学外で彼ら と の交流の機会が
増えたこ と はと ても 良かっ たです。 なんと いっ ても 中心部にはお店やレスト ラ ンが集っ ているの
で、 毎日の放課後や帰宅途中が刺激的な毎日でし た。

朝食は基本食べないか、 キウイ を食べます。 お昼は友達と 何か買っ て芝生や広場で座っ て食べる
か、 授業が連続し ている時にはKFCで一人で素早く 済ませて授業にいく こ と も あり まし た。 夜ご
飯は、 基本的には友達と 作っ て食べたり 、 寮のカ フ ェ に行っ て食べていまし た。 メ ルボルンは大
都市と いう こ と も あっ て、 Col esやWool wor t hsなどの普通のスーパーマーケッ ト でも 日本食は
売っ ていますし 、 日本食・ アジア食専門店がたく さ んあるので、 特に食生活に困るこ と はあり ま
せんでし た。 また、 メ ルボルンは移民がと ても 多いので、 いろ いろ な国のレスト ラ ンがたく さ ん
あり 、 シティ のレスト ラ ンでいろ いろ な国の料理を食べに行く こ と を楽し んだり も し まし た。

夏は40度近く まで上がるので暑いですが、 湿度が非常に低いので汗はほと んどかき ません。 男子
は短パン・ タ ンク ト ッ プにサンダル、 女子はほぼビキニのよう な軽装で、 みんなと にかく 楽でい
つでも 海に入れるよう な格好です。 春と 冬も ほと んどみんな半袖半ズボンと いたよう な軽装で、
冬でも そんなク レイ ジーな格好をし ている人も います。 肌が分厚いのでし ょ う 。 冬はかなり 寒く
雨が多いので、 コ ート は絶対必要です。 僕の見た感じ では、 アジア人は寒がり でかなり 着込んで
いて、 他国の人は季節によら ず軽装なイ メ ージです。

学内では、 全学イ ンタ ーネッ ト 環境が整っ ているので困るこ と はあり ません。 寮についても 同じ
です。 アパート メ ント も イ ンタ ーネッ ト 環境込みでし た。 携帯電話は、 日本のi PhoneのSI Mロッ
ク を解除し て持っ て行き 、 現地でSI Mカ ード を購入し て、 現地の携帯電話と し て使いまし た。 こ
の方が安く て早く てデータ も 普段通り なので、 わざわざポータ ブルWi -Fi や現地用の携帯電話を
購入し たり 借り るより も 、 コ スト や効率面ではるかに良いと 思います。
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４ －７ ． 課外活動について

４ －８ ． 学外のコ ミ ュ ニティ と の交流について

４ －９ ． 日本から 持参し てよかっ たも の

４ －１ ０ ． 日本から 持参し たが不要だっ たも の

４ －１ １ ． 現地での対人関係について気づいたこ と ( 習慣の違い、 マナーなど）

４ －１ ２ ． 余暇の過ごし 方

旅行　

ノ ート 類、 フ ァ イ ル類、 大量の服（ 結局同じ よう な服し か着ない、 日本ほどオシャ レする必要が
ない）

オースト ラ リ ア人は（ 友達や教授が自分で言っ ていまし たが） 、 アメ リ カ の人に比べて、 外国人
に対し て優し く ないです。 アジア人はアジア人同士で固まっ てし まう 傾向が強いら し く 、 オース
ト ラ リ ア人も 特にアジア人が自分のグループに入っ てく るだろ う と は思っ ていないそう です。 ま
た、 モナッ シュ がマンモス校であるがゆえに留学生の数も 膨大で、 留学生と 正規生の区別がつか
ないため、 と にかく 自ら 勢いでコ ミ ュ ニティ に入っ ていく こ と はすごく 重要です。 受け身で待っ
ていても 誰も 気にかけてく れないこ と が多いです。 僕も 自分から 押し て入っ たコ ミ ュ ニティ も 少
なく ないので、 確かにそのよう な傾向があると 思います。 マナーについては、 電車では大き な声
で話をし たり 通話し たり 、 音楽かけたり と やり たい放題な人も いますが、 みんな特に気にするこ
と も なく 平和な感じ です。 びっ く り し たのは、 オースト ラ リ ア人の友達が週７ 日、 ステーキを
買っ てき てはフ ラ イ パンで焼き 、 フ ラ イ パンのまま食べると いう 生活をし ていたこ と です。

 - 【 オースト ラ リ ア・ シド ニー（ 就活イ ベント ＆観光） 】 2017年8月( 3日間) 、 10万円弱
【 ニュ ージーラ ンド ・ 南島( ク ラ イ スト チャ ーチ・ ク イ ーンズタ ウン・ マウント ク ッ ク など)  ( 観
光) 】 2017年11月( 6日間) 、 20万円弱　 【 東南アジア旅行・ イ ンド ネシア・ シンガポール・ タ イ ・
ブルネイ ・ マレーシア( 観光) 】 2017年11,  12月( １ ヶ 月) 、 約70万円　  【 オースト ラ リ ア・ メ ル
ボルン( グレート オーシャ ンロード 観光) 】 2018年3月( 3日) 、 5万円弱　  【 オースト ラ リ ア・ ブリ
スベン・ ゴールド コ ースト ( 観光) 】 2018年4月( ６ 日間) 、 15万円強
【 オースト ラ リ ア・ メ ルボルン( 温泉・ フ ィ リ ッ プ島などその他観光)  10万円弱

大学の体育会サッ カ ー部と ジャ パニーズソ サエティ に加入し ていまし た。 サッ カ ー部では、 週3
回の練習と 毎週末の試合があっ たので勉強と の兼ね合いが難し かっ たですが、 同じ チームでシー
ズンを戦う 中で固い絆を築く こ と ができ まし た。 サッ カ ー部単位でディ ナーにでかけたり 遊びに
行っ たり する機会も あっ たので、 と ても 充実し た時間を過ごすこ と ができ まし た。 ジャ パニーズ
ソ サエティ では、 日本を好き な外国人と 一緒に日本食を作っ て食べたり 、 日本文化の体験イ ベン
ト を開催し たり し ていまし た。 また、 短期留学でモナッ シュ にやっ てき た日本人学生に対し て、
モナッ シュ 生活のサポート を行っ たり し まし た。 ソ サエティ 自体は100人以上の大規模なも ので
し たが、 日本人は10人ほどし かおら ず、 し っ かり 仕事や交流に力を入れまし た。

学外では、 高校留学時の友達と 合流し て遊ぶこ と が多かっ たです。 特に留学後半は私がメ ルボル
ンセント ラ ルに住んでいたこ と も あり 、 日常的にシティ で合流し て遊んだり ご飯を食べていまし
た。 また、 メ ルボルンの学生が集まるイ ベント を通じ てク ラ ブやバーで出会っ た他大学の人と も
仲良く なり 遊んだり も し まし た。 さ ら に、 メ ルボルンの大学に留学し ている日本人学生のコ ミ ュ
ニティ も 存在し 、 不定期で集まっ てご飯会やイ ベント に参加し まし た。 特に、 メ ルボルン大学に
留学し ている優秀な学生と の交流を通じ て、 就職活動や将来のキャ リ アについてなど、 熱い話を
交わす機会も あり 、 決し て楽し さ や学業だけでない、 留学を通じ てのみ得ら れるであろ う も のを
得るこ と ができ まし た。

リ ッ プク リ ームや化粧水などの化粧品。 オースト ラ リ アでは日本のも のが人気でどこ でも 売っ て
いるがかなり 高額。 基本5倍から 10倍。 お米の計量カ ッ プ。 イ ンスタ ント 食品（ 麻婆豆腐の素な
ど） 。 スポーツ用品
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その他 ＊気分転換やスト レス発散法など。

５ ． その他

５ －１ ． 留学先大学について

５ －２ ． 留学希望者へのアド バイ ス

５ －３ ． 留学を終えて　 　

1年間留学し てたく さ んのこ と を学びまし た。 授業では公衆衛生学や疫学、 災害学、 開発学、 移
民学などのより 専門的なこ と をたく さ ん学びまし たし 、 学業以外の面においても サッ カ ー部や友
達と 過ごし たり などの普段の生活から も たく さ んのこ と を学びたく さ んの刺激を受けまし た。
あっ と いう 間に毎日が過ぎ去っ ていく よう な日々で、 と ても 刺激的で夢のよう な1年間でし た。
おそら く も う 学生時代に留学するこ と はないと 思いますし 、 たちまちは就職するので次の海外は
海外駐在などの仕事関係で行けたら いいなと いう と こ ろ です。 さ すがに、 も う オースト ラ リ アは
お腹いっ ぱいなので、 他の国に行き たいです。 それでも 、 高校留学時から ずっ と ずっ と 憧れてま
た戻っ てき たいと 思っ ていたモナッ シュ 大学がたまたま千葉大と 提携を結んでおり 、 し かも 自分
が交換留学生と し てモナッ シュ で学べるチャ ンスが来ると は、 思っ ていませんでし た。 本当に留
学でき て良かっ たと 思いますし 、 サポート し ていただいた方々には感謝し かあり ません。 モナッ
シュ で学べてよかっ たなと 心から 思います。
本当に有意義で心から 幸せな留学生活でし た。 あり がと う ございまし た。

モナッ シュ 大学は、 オースト ラ リ ア・ メ ルボルン郊外にある州立大学で、 総学生数は75000人ほどです。
世界大学ラ ンキングでは60-80位と かなり レ ベルの高い総合大学で、 医学と 教育学に強いと 言われていま
す。 本キャ ンパスであるCl ayt on Campusを はじ め、 国内4つと 海外3つのキャ ンパスを 持ちます。 キャ ン
パスはと ても 広く 綺麗で、 2018年度に行っ ていた大規模な改装工事も そろ そろ 終わり さ ら に整備さ れた
のではないかと 思います。 さ すがオースト ラ リ アの大学と 思う ほど人種的・ 文化的に多様性に富んでお
り 、 留学生の数も 多く 、 海外学生の受け入れ態勢は非常に整っ ていると 思います。 教育レ ベル、 教授
陣、 スポーツ、 学内施設の全てにおいて高いレ ベルのベネフ ィ ッ ト を 受けるこ と ができ ます。 メ ルボル
ン自体も 「 世界の住みやすい都市ラ ンキング」 1位を 7年連続で獲得するなど、 非常に住みやすく 学生に
優し い街です。 所在地、 規模、 ク オリ ティ ーの面でこ こ まで揃っ ている大学はなかなかないのではと 思
います。 かなり オススメ です。

モナッ シュ 大学は、 何より も 優秀な学生と 教授陣が集まっ ている総合大学です。 日本の大学生と
は正反対で、 大学は学ぶために行く と いう 風土の高いオースト ラ リ アでは、 すべての学生が勉強
熱心なため留学生にと っ てはと ても 質の高い学びをでき るメ リ ッ ト がある反面、 勉強にキャ ッ チ
アッ プし たり 試験で合格し たり するこ と はかなり ハード ルの高いこ と だと 思います。 し かし 、 泣
いても 笑っ ても 1年間と いう 時間的制約の中で一生懸命に頑張り 学びを吸収するには最適な環境
だと 思います。 留学生の受け入れ体制も かなり 整っ ていますし 、 ぜひチャ レンジし てみてく ださ
い。 大変さ と 楽し さ の両方を最大限に感じ ら れる留学になると 思います。

僕は気分転換は必ず外に出て、 サッ カ ーをし たり シティ を歩いたり ヤラ 川（ メ ルボルン中心部を
流れる川） 沿いを歩いたり と 、 外の空気を吸っ て気分転換し ます。 モナッ シュ 周辺は坂道が多い
ため、 ラ ンニングなどのト レーニングにはちょ う どいいです。 シティ は、 ビル群や川沿い、 博物
館沿いなどをラ ンニングすると と ても 良い気分転換になり まし た。
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